「人間的 反省」 と は、 かう いふ こと を 云 ふので すが、 

この 反省の 上に 立って、 われわれ 国民の 「さう あらね 

ばなら ぬ」 理想と いふ もの を考 へて みます。 そこに は 

一 般 徳性の 問題と、 個人の 能力の 問題が 出て 来ます。 

先天的な ものと 後天的な ものと に 分れ ませう。 また、 

一 人 一 人の 運命、 時代 的 条件と いふ こと も 考慮し なけ 

れば なりません。 

た >、 最も 重要な こと は、 当面の 問題と して われ わ 

れ 国民の 新たな 生活 態度 を 確立す る ことで あり、 日本 

とい ふ 国家が 現に 進みつ ゝ ある 方向と、 われわれが 形 

づ くって ゐる 社会の 現状と を 照し 合せ、 国民 全体が、 



た、 V 目前の 必要から ばかりでなく、 遠い 将来の こと を 

も考 へ、 特にす ベて を 子孫の 時代に 遺す とい ふわれ わ 

れの 重大な 責任 を 十分に 頭に 入れて、 この 際 是非とも、 

国民の 新しい 生活法 を 樹立し なければ ならぬ と 思 ひま 

五 

この 新しい 生活法 は、 もちろん、 物質的な 面と、 精 

神 的な 面と を もって ゐ ますが、 それが 個々 別々 な もの 

ではなく、 殆ど 常に、 この 二つの 面 は、 それぞれの 裏 



うちがなくて はならぬ とい ふ 意味で、 互に 関連して ゐ 

ま ^9 

例へば、 国民 衛生の 問題 をと りあげて みます。 医療 

の 道が 完全に 講ぜられて ゐ ない とか、 栄養の 摂取が 悪 

いと かいふと、 経済的、 物質的な 条件に 左右され てゐ 

る やうに 見えます が、 実は、 それば かりで はなく、 も 

つと 肝腎な こと は、 国民の 衛生 知識の 不足、 生活 技術 

の 貧し さ、 殊に、 健康と いふ 観念の、 不自然な 不合理 

な植 ゑつけ 方に 大きな 危険が ひそんで ゐる とい ふこと 

なのであります。 これ はもう、 立派に 精神的な 問題と 

して、 解決 を 急がなければ なりません。 



文学 は、 抑 も その 歴史から 申しましても、 それぞれ 

の 民族、 それぞれの 国家が、 その 発展 途上に 於て 示し 

た 最も 輝かしい 旗 じる しで ありました。 それ は、 ただ 

単に、 人間の 研究と か、 人生への 考察と か、 現実の 批 

判と かいふ やうな、 云 は、 V、 世界 を 通じての 真理 追求 

に 終始して ゐ るので はありません。 東西 古今の 文学者 

は、 常に、 自己の 属して ゐる 民族の 希望と、 苦悩と、 

時代の 運命に ついて、 それぞれの 立場から その 代弁 を 

つとめて ゐ るので あります。 

しかしながら、 時に、 或る 作家 は、 沈黙 を 守らねば 

なりますまい。 沈黙 を 守る ことが 国民と しての 義務 だ 



とい ふ 場合 もぁリ 得る のであります。 かう いふ 作家の 

良心 は 信じなければ なりません。 けれども、 公然 発表 

され 得る 作品に ついて 云へば、 それらの 作品 は、 それ 

が 文学と 名のつ く 以上、 狭い 意味での 政治的な 意図 を 

含まな いまでも、 広い 意味に 於る 国民生活の 推進力と 

ならなければ ならぬ と 信じます。 なぜならば、 文学 こ 

そ は、 国民生活の、 最も 深い 理解 者で あり、 人間と し 

ての われわれの 感情、 意志、 行動の 監視者で あり、 批 

判者で あり、 そして 屢々 その 誘導 者で あるから であり 

ま ^9 



る 団体が 自ら 称して 前衛と 名乗った ことがあります。 

前衛 座と いふ 劇団 もで きました。 しかし、 この 言葉が 

文学、 芸術で 用 ひられた の は、 これが 最初の もので は 

ありません。 フランス では、 すべて 芸術の 先駆 的 傾向 

を、 ァヴ アン. ギヤ ルド 即ち、 前衛、 或は 先駆と 名づ 

けて をり ます。 

現在に 於る 文学の 前衛 的 任務 も 決して 忽 せに はでき 

ません。 前に 申しました やうな、 狭い 意味での 政治的 

役割 は、 ほ > これに 当る もの だと 思 ひます。 しかし、 

これ は、 すべての 文学に 求める こと は 困難な ので あり 

ます。 なぜなら、 国民の すべてに、 政治家 たれと 要求 



文学の 側衛的 任務と は、 前衛に 対して 本隊の 側背 を 

護リ、 前面の 敵に 気 を とられて、 不意に 側面から 攻撃 

を 受ける の を 防止す る 任務であります。 国防 国家と し 

て、 この 任務 はまた 極めて 重要で、 これに 当る 部門 は 

ほかに も ありませ うけれ ども、 私 は、 文学 こそ、 その 

主力 的な もの だと 信じて 疑 はない のであります。 

八 

こ、 で 皆様の 注意 を 喚起した いのは、 この 非常時と 

いふ 時の 性格に ついて ^ あります。 これ を 歴史的 転換 



期と 申しても よろしい。 国力、 民心と もに、 大きな 政 

治 的 動揺の なかに、 た > 一 つの 進路 を 求め、 すべての 

眼が 前へ 前へ と 注がれ、 あらゆる 希望と 不安と が 行く 

手に 指し示され、 破壊と 建設と が 目前に 相次ぎ、 遅れ 

るな 遅れるな とい ふ 声が 耳 を 覆 ふので あります。 

当面の 敵 は、 なるほど、 前に 控 へて ゐ ます。 これに 

対して、 われわれ は、 武力と 経済力と を 動員し、 今こゝ 

に、 国民の 精神 を もこれ に 向って 総動員し つ、 あるの 

であります。 

ところが、 敵 は 前面に だけ ゐ るので はありません。 

側面から も 背後から も われわれの 隙 を 窺って ゐ ます。 



ます。 万 葉と 源氏に よって 代表され る この 二つの 国民 

文学的 血統 は、 日本文学 者 を、 今 こそ 奮 ひ 立た しめる 

のであります。 文学の 側衛的 任務と は、 決して、 文学 

者の 遁避ゃ 躊躇 を 意味す る ものではなくて、 寧ろ、 文 

学の 本質と 伝統に 即した 貴重な 使命 を 意味す る もので 

あります。 (昭和 十五 年 十二月) 
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